
令和7年度　年間授業計画

教　科：国語　　科　目：言語表現　　単位数：2

対象学年：第2学年

教科（　国語　) の目標

科目（　言語表現　) の目標

教科書：

補助教材：

なし

国語表現　基礎練習ノート(大修館)使用教材

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生

涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

伝統的な言語文化及び言葉の特徴や決まり、漢字・慣用句などについて理解し、知識を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】

目的や場に応じて効果的に話し、的確に聴き取ったり、話し合う活動を通して、相手や目的、意図に応じた適切な

表現による文章を書き、自分の考えをまとめ、深められるようにする。文章を的確に読み取り、自分の考えを深

め、発展させることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

国語で伝え合う力を進んで高めるとともに、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図ろうとす

る態度を養う。



領域

話・聞 書 読

単元

単元

単元

単元

単元の具体的な指導目標 評価規準 知 配当時数態

令和7年度　年間授業計画　科目（　言語表現　) 

思

4

自己紹介・ことばで伝える

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇

思考・判断・表現

知識・技能

他者に伝わる適切な比喩や言葉遣いを意識

して使用することができるようにする。

自己を客観的に見つめ適切な物に例えて工

夫した自己ＰＲができるようにする。

意欲的に学習に取り組み、他者を理解しよ

うとする姿勢をもつことができるようにす

る。

1

　

学

　

期

意欲的に学習に取り組み、他者を理解しようとする姿勢をも

つことができるようにする。

〇

〇
読み手に伝えるために、文体や構成、言葉

の選び方を工夫できる。

エッセイ・小論文を書く

主体的に学習に取り組む態度

話題を厳選し、読み手を楽しませる趣向を

こらそうと意欲的に取り組もうとしてい

る。

ボキャブラリーが豊富で正しい表記を用いて表現を工夫する

ことができるようにする。

読み手に伝えるために、文体や構成、言葉の選び方を工夫で

きる力を身に付ける。

話題を厳選し、読み手を楽しませる趣向をこらそうと意欲的

に取り組むことができるようにする。

課題の提出

〇 〇

他者に伝わる適切な比喩や言葉遣いを意識して使用すること

ができるようにする。

自己を客観的に見つめ適切な物に例えて工夫した自己ＰＲが

できるようにする。

知識及び技能 知識・技能

次の観点別評価規準に従い評価する。

学びに向かう力、人間性等

説明の順序を考えボキャブラリーが豊富で

表現を工夫できる。

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現

指導事項

書く力を養う

教材

ワークシート・副教材

一人１台端末の活用場面

〇 〇

主体的に学習に取り組む態度

説明の順序を考え豊富な語彙で表現を工夫する力を身に付け

る。

テーマに応じて理由や根拠を明確にし、筋道を立てて説得力

のある文章を書く力を身に付ける。
〇

〇 〇 〇

意欲的に学習に取り組み、他者を理解しようとすることがで

きるようにする。

ワークシート・副教材

一人１台端末の活用場面

課題の提出

4

知識及び技能 知識・技能

説明の順序を考えボキャブラリーが豊富で

表現を工夫できる。

思考力、判断力、表現力等

〇 〇

10

知識及び技能 知識・技能

選んだ本や著者について調べ効果的に構成

できる。

思考力、判断力、表現力等

意欲的に学習に取り組み、他者を理解しよ

うとする姿勢をもつことができる。

ビブリオバトル 次の観点別評価規準に従い評価する。

選んだ本や著者について調べ効果的に構成する力を身につけ

る。

的確な構成、展開で本を紹介できる力、聞き手を引き込む話

し方を身に付ける。

〇

話題を厳選し、読み手を納得できるように

意欲的に取り組むことができる。

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

書く力を養う

教材

ワークシート・副教材

〇 〇

思考・判断・表現

効果的に伝わるように適切な声の大きさや

速さで発表できる。的確な構成、展開で本

を紹介できる。

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

〇

4〇

読む力・書く力・話す力

教材

指導項目・内容

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

話す力を養う

教材

ワークシート・副教材

一人１台端末の活用場面

課題の提出

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

一人１台端末の活用場面

課題の提出

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

小論文・作文を書く 次の観点別評価規準に従い評価する。

読み手が納得できるように意欲的に取り組むことができるよ

うにする。

思考・判断・表現

テーマに応じて理由や根拠を明確にし、筋

道を立てて説得力のある文章を書くことが

できる。

学びに向かう力、人間性等



領域

話・聞 書 読

単元

単元

単元

単元

思考力、判断力、表現力等

知 思単元の具体的な指導目標 評価規準

令和7年度　年間授業計画　科目（　言語表現　)

配当時数

8

2

　

学

　

期

知識・技能

話し合いに適切な言葉遣いを意識して、使いこなす力を身に

付ける。

思考・判断・表現

〇

〇 〇

〇

課題の提出

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

書く力を養う

教材

ワークシート・副教材

話し合いを意見文につなげる

相手の話を良く聞き、理解した上で、自分の意見を適切に筋

道を立て、根拠を示しながら述べる力を育てる。

相手の話を良く聞き、理解した上で、自分

の意見を適切に筋道を立て、根拠を示しな

がら述べることができる。

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

知識及び技能

〇

〇

次の観点別評価規準に従い評価する。

一人１台端末の活用場面

課題の提出

〇 〇

話し合いに適切な言葉遣いを意識して、使

いこなすことができる。

6

知識及び技能 知識・技能

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

自己を見つめ、考えを深め、積極的に課題に取り組むことが

できるようにする。

自己を見つめ、考えを深めている。積極的

に課題に取り組むことができる。

常用漢字を正確に使い正しい表記や整った

文で書ける。

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現

相手の話を良く聞き、理解したうえで、自分の意見を適切に

筋道を立て、根拠を示しながら述べる力を身に付ける。
〇

積極的に話し合いに取り組み、他者を尊重する力を身に付け

る。

積極的に話し合いに取り組んでいる。他者

を尊重することができる。

次の観点別評価規準に従い評価する。

相手の話を良く聞き、理解したうえで、自

分の意見を適切に筋道を立て、根拠を示し

ながら述べることができる。

自己を見つめた文章を書く

常用漢字を正確に使い正しい表記や整った文で書ける力を身

につける。

教材

ワークシート・副教材

一人１台端末の活用場面

相手の話を良く聞き、理解したうえで、自分の意見を適切に

筋道を立て、根拠を示しながら述べる力を身に付ける。

話し合いを意見文につなげる 次の観点別評価規準に従い評価する。

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現

相手の話を良く聞き、理解した上で、自分の意見を適切に筋

道を立て、根拠を示しながら述べる力を育てる。

相手の話を良く聞き、理解した上で、自分

の意見を適切に筋道を立て、根拠を示しな

がら述べることができる。

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

知識及び技能

〇 〇

〇

知識・技能

話し合いに適切な言葉遣いを意識して、使いこなす力を身に

付ける。

話す力と書く力を養う

教材

ワークシート・副教材

一人１台端末の活用場面

課題の提出

ワークシート・副教材
6

〇 〇 6

知識・技能

積極的に話し合いに取り組んでいる。他者

を尊重することができる。

常用漢字を正確に使い正しい表記や整った

文で書ける。

思考・判断・表現

〇

〇 〇
相手の話を良く聞き、理解したうえで、自

分の意見を適切に筋道を立て、根拠を示し

ながら述べることができる。

次の観点別評価規準に従い評価する。

〇

話し合いに適切な言葉遣いを意識して、使

いこなすことができる。

自己を見つめ、考えを深めている。積極的

に課題に取り組むことができる。

態

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

自己を見つめ、考えを深め、積極的に課題に取り組むことが

できる。

指導項目・内容

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

話す力と書く力を養う

一人１台端末の活用場面

課題の提出

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

書く力を養う

教材

知識及び技能

常用漢字を正確に使い正しい表記や整った文で書ける力を身

につける。

積極的に話し合いに取り組み、他者を尊重する力を身に付け

る。

自己を見つめた文章を書く

思考力、判断力、表現力等



領域

話・聞 書 読

単元

単元

単元

単元

合計

70

〇

指導事項

聴く力・書く力を養う

教材

ワークシート・副教材

一人１台端末の活用場面

課題の提出

〇 〇

〇

〇 〇 2

8〇

6〇

3

　

学

　

期

インタビューをする

知識及び技能 知識・技能

常用漢字や正しい表記で的確に書く力を身に付ける。 取材の場で適切な言葉遣いができる。常用

漢字や正しい表記で的確に書くことが出来

る。

次の観点別評価規準に従い評価する。

〇

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

質問事項を工夫したりして、積極的に取り組む姿勢を身に付

ける。

質問事項を工夫したりして、積極的に取り

組むことができる。

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現

会話の中で臨機応変に質問し、聞いた話を効果的に構成し文

体を選べる力を身に付ける。

会話の中で臨機応変に質問し、聞いた話を

効果的に構成し文体を選べる。

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

〇

計画、準備、発表に意欲的に取り組めるようにする。 計画、準備、発表に意欲的に取り組むこと

ができる。

思考・判断・表現

知識及び技能 知識・技能

場に応じた適切な言葉遣いやわかりやすい話し方、聞き手を

惹き付ける話し方を身に付ける。

場に応じた適切な言葉遣いやわかりやすい

話し方、聞き手を惹き付ける話し方ができ

る。

プレゼンで聞き手を動かす 次の観点別評価規準に従い評価する。

思考力、判断力、表現力等

発表の目的に応じて、的確に情報を収集、分析できる。説得

力のある構成、適切な言葉遣い、話し方ができるようにす

る。

発表の目的に応じて、的確に情報を収集、

分析できる。説得力のある構成、適切な言

葉遣い、話し方ができる。

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

〇 〇

パワポの使用・課題の提出

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

手紙という特別な形式を理解し、表現を工夫して書く力を身

に付ける。

手紙という特別な形式を理解し、表現を工

夫して書くことができる。

目上の人に対して的確な敬語や表記で書く

ことができる。

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現

手紙という特別な形式を理解し、表現を工夫して書く力を身

に付ける。

手紙という特別な形式を理解し、表現を工

夫して書くことができる。
〇

手紙を書く 次の観点別評価規準に従い評価する。指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

書く力を養う

教材

〇

知識及び技能 知識・技能

目上の人に対して的確な敬語や表記で書く力を身に付ける。

ワークシート・副教材

一人１台端末の活用場面

課題の提出

積極的に課題に取り組む姿勢を身に付ける。 積極的に課題に取り組むことができる。

思考力、判断力、表現力等 思考・判断・表現

様々な表現方法を知り、表現を工夫しながら、自己を見つ

め、読み手を楽しませる力を身に付ける。

様々な表現方法を知り、表現を工夫しなが

ら、自己を見つめ、読み手を楽しませた。

次の観点別評価規準に従い評価する。指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

書く力を養う

教材

ワークシート・副教材

一人１台端末の活用場面

課題の提出

令和7年度　年間授業計画　科目（　言語表現　)

知識・技能

表現を楽しむ

知識及び技能

6

思 態 配当時数

〇

〇

〇

単元の具体的な指導目標 評価規準 知指導項目・内容

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

話す力を養う

教材

ワークシート・副教材

一人１台端末の活用場面

〇

常用漢字や正しい表記で的確に書くことが

できる。

常用漢字や正しい表記で的確に書く力を身に付ける。

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度


